
相乙原台地北’西部及びその周辺の地誌
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　フ4一ルRとして平門原を警んだのiよ、台地，河．岸段宜．’ゼ：れにご・れらを

刻む相田川など、蛾璃葡興味予感σたヵ・らである。担猿原貸地に興すろ子下

4）研擁平町改相当敏多いが’、　それらば概ね合＝地め中・部から醇絹1てかげての

・ものず、門地の北繭：端部と二そ九に接する俵・且面についての記逮ぱ殆，んどない。

そこでこの贈んど手をつげら；れてい，ない覚域を調査してみろこと：コて．した。

　調査の結・果をまと：めると：訳のと二おりであろ．

ハニの地域で汰、合」擁寮ぱ大きく三段に．分けられ、さらに綱分さカろ。名

　：地閥辺。珂岸段垣下迭、飛地のそれぞれの面に姓比されろ。

2，姥下水桓：華商な，概ね地形0傾：きに鷲っており・台：地でぱ下形葡に．ぱ訟

　立もていろ。地下未面竺の恋ざぱ段1くより異．なり、ローA雇iの虜さに蘭係

　がある。また帯オくン脅のノ穿き絵同び段でも．著しく異．なるこどが．あろ。

5、ロームの塚さや性型置会地0上段力・ら下平へ．あるいば北動’ら幽東

　．方向へ次馬に喪化していく、

4碑の購や編礎難・谷税稼など承に縫く劉響されていろ・
5、削回条件から衣帯｛ま僅か護て谷や氾濫原ミにみられろめみで、ローAの響く

　燈下もた台：地坪ば楽園どむて呼野をみい蜜した。

♂　しかむ．自然の暦書を克憎しマ、畑地叛斑が看々と哲われつフある，

7　珊珊に控藷が参eため．養豚が尊八され、また校平押に珍くの市場窒樫

　之」ることから、景樋じでは1ノ養矯i、下野、略農なども広く・行わこれてeる。

8　台地下陰また、戦聴中の軍部計画および装緩の接収によ9．都申イヒが著

　しく椎進さ忽た。この影響蹟現在の瀦布の性格を多くの面でi突回してeる。

9，軍門萬係の鰍勉ば，覆地とされず、工船吻置さ飢た。特K農耕堆に

　不応当，な上汐檎本酒男でぽ、農地の電撃が激しい，

／〃，　しかむ、．中門下訳地区で改依然として農平地面積が大部分を占めている。

ノノ、城山地区1ま、ぬ地が大部分・を占め、農薪以外の下野経済が滲透し。ノ＼垂

　子と．醸園地精とを鶴野繭超療i麺麗と：しての「市」が繁栄していたが，澱菰

　ぱ相模別河永統制睾業の一端をなすダ’ムが計画さ鉱横爽東京へまで影

　響を反ぼすことになり・での役割が三猿ざれている。．

（30）


